
３ プラン策定にあたっての
基本的な考え方









ごみゼロ社会（２０年後の地域）のイメージ

農山漁村では、生ごみは全て堆肥やバイオマスエネルギー
などの資源として有効活用されて、地場産業の振興や地域
内のエネルギー循環に役立てられている。

都市地域では、地球環境と共生する新たなライフスタイル
が定着して、リサイクルショップやフリーマーケットが賑わい、
地域経済の活性化にもつながっている。

家庭では、子どもたちが身近な自然の中で活動したり、遊
びや学習の中で自然の素材を使って創意工夫する機会が増
え、子どもたちの豊かな感受性や創造性が育まれている。

企業では、ごみとならない製品・容器づくりが進展するととも
に、使用後の製品・容器の収集・再資源化システムが構築さ
れるなど、環境に最大限配慮された物づくりやサービスの提
供が行われている。














